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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　伸縮性を有する胴回り開口用の帯部材と、おむつ前後方向に延在する吸収性本体とでな
り、
　上記吸収性本体は、トップシートとバックシートとの間に吸収性コアを挟み込んで形成
されて、
　上記吸収性本体のバックシートの外面に、トップシートとバックシートに対して幅方向
の寸法が広い不織布シートが接合されて、
　上記帯部材の外面に外側シートが前部と後部の吸収性本体の挟み込み部を除いて接合さ
れて、
　上記挟み込み部に挟み込まれた吸収性本体の前後端部において、上記不織布シートが外
側シートの内面に接合されて、
　上記不織布シートの幅方向両側が上方に立ち上げられ、その上端が内向きに折り返され
、この折り返し内にフラップ用弾性部材が前後方向に伸張状態で添設されることにより、
立ち上がりフラップが形成されて、
　上記立ち上がりフラップの外面と上記帯部材の内面とが接合されて、立ち上がりフラッ
プの立ち上がりによって、吸収性本体と立ち上がりフラップと帯部材との間にポケット部
が形成されていることを特徴とするパンツ型おむつ。
【請求項２】
　上記外側シートは、少なくとも内面が撥水性である請求項１に記載のパンツ型おむつ。
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【請求項３】
　上記立ち上がりフラップは、Ｖ字状に折られて、その頂面が上記帯部材の内面に接合さ
れている請求項１または２に記載のパンツ型おむつ。
【請求項４】
　上記吸収性本体の両側部には、前後方向に伸張状態で脚回り用弾性部材が添設されてい
る請求項１～３のいずれか１項に記載のパンツ型おむつ。
【請求項５】
　上記吸収性本体の吸収性コアの下方位置に、前後方向に伸張状態で幅方向に複数本の股
間用弾性部材が添設されている請求項１～４のいずれか１項に記載のパンツ型おむつ。
【請求項６】
　上記ポケット部が位置する部分の帯部材にスリット状開口が形成されている請求項１～
５のいずれか１項に記載のパンツ型おむつ。
【請求項７】
　上記帯部材は、内方の内装シートと外方の外装シートの間にウエスト用弾性部材とボデ
ィフィット用弾性部材とが添設された複合シート部材であり、内装シートの少なくとも内
面は親水性で、外装シートの少なくとも外面は撥水性である請求項１～６のいずれか１項
に記載のパンツ型おむつ。
【請求項８】
　上記帯部材のウエスト用弾性部材は、吸収性本体の吸収性コアの前後端部に掛からない
ように設定されている請求項７に記載のパンツ型おむつ。
【請求項９】
　上記帯部材のボディフィット用弾性部材は、ウエスト用弾性部材よりも伸縮力が小さく
設定されている請求項７または８に記載のパンツ型おむつ。
【請求項１０】
　上記帯部材のボディフィット用弾性部材は、上記ポケット部に掛かる部分が他の部分よ
りも伸縮力が小さく設定されている請求項７～９のいずれか１項に記載のパンツ型おむつ
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、パンツ型おむつおよびその製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、伸縮性を有する胴回り開口用の帯部材の前部と後部とに跨って、吸収性本体の前後
端部を接合した使い捨ておむつがある（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】
実用新案登録番号第２５１１４２８号公報
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、特許文献１では、帯部材の内面に吸収性本体の前後端部を接合しているか
ら、着用者の腹背回りのごわごわ感が多くなって着用感が悪いとともに、吸収性本体の前
後端部が捲れ上がって見映えが悪く、手触り感も悪い。さらに、着用者の衣服に吸収性本
体の前後端部が引っ掛かって吸収性本体が外れるおそれがある。
【０００５】
さらにまた、吸収性本体の前後端部からの尿等の腹漏れや背漏れを防止できない。
【０００６】
本発明は、上記諸問題を解消するためになされたもので、着用感が快適で、吸収性本体の
前後端部の捲れ上がりや外れるおそれが無く、吸収性本体の前後端部からの尿等の腹漏れ
や背漏れを確実に防止できるパンツ型おむつおよびその製造方法を提供することを課題と
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するものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために、本発明のパンツ型おむつは、請求項１のように、伸縮性を有
する胴回り開口用の帯部材と、おむつ前後方向に延在する吸収性本体とでなり、上記帯部
材の外面に外側シートが前部と後部の吸収性本体の挟み込み部を除いて接合されて、この
挟み込み部に挟み込まれた吸収性本体の前後端部の裏面が外側シートの内面に接合されて
いることを特徴とするものである。
【０００８】
　上記吸収性本体は、トップシートとバックシートとの間に吸収性コアを挟み込んで形成
されて、両側部に立ち上がりフラップが設けられていて、この立ち上がりフラップの外面
と上記帯部材の内面とが接合されて、立ち上がりフラップの立ち上がりによって、吸収性
本体と立ち上がりフラップと帯部材との間にポケット部が形成されている構成とすること
が好ましい。
【０００９】
　上記吸収性本体のバックシートの外面に不織布シートが接合されている構成とすること
が好ましい。
【００１０】
　請求項２のように、上記外側シートは、少なくとも内面が撥水性である構成とすること
が好ましい。
【００１１】
　請求項３のように、上記立ち上がりフラップは、Ｖ字状に折られて、その頂面が上記帯
部材の内面に接合されている構成とすることが好ましい。
【００１２】
　請求項４のように、上記吸収性本体の両側部には、前後方向に伸張状態で脚回り用弾性
部材が添設されている構成とすることが好ましい。
【００１３】
　請求項５のように、上記吸収性本体の吸収性コアの下方位置に、前後方向に伸張状態で
幅方向に複数本の股間用弾性部材が添設されている構成とすることが好ましい。
【００１４】
　請求項６のように、上記ポケット部が位置する部分の帯部材にスリット状開口が形成さ
れている構成とすることが好ましい。
【００１５】
　請求項７のように、上記帯部材は、内方の内装シートと外方の外装シートの間にウエス
ト用弾性部材とボディフィット用弾性部材とが添設された複合シート部材であり、内装シ
ートの少なくとも内面は親水性で、外装シートの少なくとも外面は撥水性である構成とす
ることが好ましい。
【００１６】
　請求項８のように、上記帯部材のウエスト用弾性部材は、吸収性本体の吸収性コアの前
後端部に掛からないように設定されている構成とすることが好ましい。
【００１７】
　請求項９のように、上記帯部材のボディフィット用弾性部材は、ウエスト用弾性部材よ
りも伸縮力が小さく設定されている構成とすることが好ましい。
【００１８】
　請求項１０のように、上記帯部材のボディフィット用弾性部材は、上記ポケット部に掛
かる部分が他の部分よりも伸縮力が小さく設定されている構成とすることが好ましい。
【００１９】
　本発明のパンツ型おむつの製造方法は、前側の外側シートと後側の外側シートとを長さ
方向に連続搬送するとともに、おむつ前後方向に延在する吸収性本体の前後端部を前側の
外側シートと後側の外側シートの上面にそれぞれ接合した後に、吸収性本体の前後端部の
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挟み込み部を除いた外側シートに上面に、おむつ幅方向に伸縮性を有する前側の帯部材と
後側の帯部材とをそれぞれ接合して、この前側の帯部材と後側の帯部材とを重ね合わさせ
ながら吸収性本体を二つ折りし、この吸収性本体の両側に位置する前側の帯部材と後側の
帯部材とを接合してサイド部を形成し、このサイド部の中間部を切断して、単体のパンツ
型おむつを製造することを特徴とするものである。
【００２０】
【発明の作用および効果】
請求項１の発明によれば、パンツ型おむつは、帯部材と吸収性本体との組み合わせである
から、構造が簡単で製造も容易であるので、安価になる。
【００２１】
また、帯部材の外方に位置する外側シートの内面に吸収性本体の前後端部を接合している
から、着用者の腹背回りのごわごわ感が少なくなって着用感が快適になる。さらに、帯部
材と外側シートとの間に吸収性本体の前後端部が挟み込まれるから、吸収性本体の前後端
部が捲れ上がらなくなって見映えが向上するとともに手触り感も良好になる。さらにまた
、着用者の衣服に吸収性本体の前後端部が引っ掛かって吸収性本体が外れるおそれもなく
なる。
【００２２】
　立ち上がりフラップにより、尿等の横漏れを確実に防止できるとともに、ポケット部に
よって尿等の腹漏れや背漏れを確実に防止できる。また、吸収性本体の前後端部と立ち上
がりフラップとの２重の接合によって吸収性本体が外れにくくなる。
【００２３】
　不織布シートによって手触り感が良好になる。
【００２４】
　請求項２の発明によれば、吸収性本体の前後端部まで浸透した尿等が外部にしみ出るの
を防止できる。
【００２５】
　請求項３の発明によれば、立ち上がりフラップの頂面が持ち上げられて着用者の肌に面
接触するから、肌触りが良くなるとともに、接触面が広いから、尿等の横漏れ、腹漏れや
背漏れを確実に防止できる。
【００２６】
　請求項４の発明によれば、吸収性本体の両側部が脚回りにフィットするようになる。
【００２７】
　請求項５の発明によれば、吸収性コアが着用者の股間により密着するようになる。
【００２８】
　請求項６の発明によれば、着用者が男性の場合は、ペニスを挿入して固定できるように
なる。
【００２９】
　請求項７の発明によれば、帯部材が着用者の腰回り、腹背回りにフィットするようにな
るとともに、内装シートの少なくとも内面が親水性であれば、腹回りや背回りの接触する
部分が快適になる。また、外装シートの少なくとも外面が撥水性であれば、帯部材の外面
やポケット部の内面が撥水性となって、尿等の漏れを確実に防止できる。
【００３０】
　請求項８の発明によれば、吸収性コアの剛性がウエスト用弾性部材の収縮力に影響しな
いから、パンツ型おむつのずり落ちを防止できる。
【００３１】
　請求項９の発明によれば、ボディフィット用弾性部材による着用者の腹部の締め付けが
緩くなるので、着用感が快適になる。
【００３２】
　請求項１０の発明によれば、ボディフィット用弾性部材の収縮力がポケット部に影響し
にくくなるから、ポケット部が収縮するのを防止できる。
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【００３３】
　本発明のパンツ型おむつの製造方法によれば、外側シートと帯部材との間に吸収性本体
の前後端部を挟み込んだ状態で接合するから、製造途中において、吸収性本体の前後端部
がコンベア等に引っ掛かかって捲れ上がったり、外れるおそれがなくなる。
【００３４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照して詳細に説明する。
【００３５】
図１～図４に示すように、パンツ型おむつ１は、前側と後側の帯部材２Ａ，２Ｂと、吸収
性本体３と、外側シート４とで基本構成されている。
【００３６】
上記帯部材２Ａ，２Ｂは、一定の横幅Ｗ１でおむつ幅方向Ｗに延在する内方（肌面側）の
内装シート５と、外方（外面側）の外装シート６とを有して、内装シート５と外装シート
６との間に、ウエスト用弾性部材７とボディフィット用弾性部材８とが幅方向Ｗに伸張状
態で添設されてなる複合シート部材で構成されている。上記内装シート５の少なくとも内
面は親水性で、外装シート６の少なくとも外面は撥水性としている。
【００３７】
このように、帯部材２Ａ，２Ｂにウエスト用弾性部材７とボディフィット用弾性部材８と
を添設すると、帯部材２Ａ，２Ｂが着用者の腰回り、腹背回りにフィットするようになる
。
【００３８】
また、内装シート５の少なくとも内面が親水性であれば、腹回りや背回りの接触する部分
が快適になる。好ましくは、親水性のレーヨンやコットン等の繊維を配合して吸汗できる
ようにする。なお、内装シート５を撥水性部材にして、内面に親水性を付与した部材を貼
り付けても良い。
【００３９】
さらに、外装シート６の少なくとも外面が撥水性であれば、帯部材２Ａ，２Ｂの外面や後
述するポケット部１９の内面が撥水性となって、尿等の漏れを確実に防止できる。
【００４０】
上記前側の帯部材２Ａはおむつ前後方向Ｘの前位置に配置され、後側の帯部材２Ｂはおむ
つ前後方向Ｘの後位置に配置されるようになる。
【００４１】
そして、後述する製造工程で（図７参照）、接着した吸収性本体３の両側に位置する前側
の帯部材２Ａと後側の帯部材２Ｂとを接着してサイド部１ａを形成することにより、伸縮
性を有する胴回り開口用の帯部材２Ａ，２Ｂを有するパンツ型おむつ１として組み立てら
れるようになる。
【００４２】
上記外側シート４は、上記帯部材２Ａ，２Ｂとほぼ同じ横幅Ｗ１でおむつ幅方向Ｗに延在
して、前側の帯部材２Ａの外方と後側の帯部材２Ｂの外方とにそれぞれ配置されて、帯部
材２Ａ，２Ｂの外面に、吸収性本体３の前後端部３ａ，３ｂの挟み込み部１ｂを除いてホ
ットメルト接着剤等で接着されて、この挟み込み部１ｂに挟み込まれた吸収性本体３の前
後端部３ａ，３ｂの裏面が外側シート４の内面にホットメルト接着剤１７で接着されてい
る。なお、外側シート４は、上記帯部材２Ａ，２Ｂとほぼ同じ横幅Ｗ１である必要は必ず
しも無くて、適宜に変更することができる。
【００４３】
この外側シート４は、少なくとも内面が撥水性であると、吸収性本体３の前後端部３ａ，
３ｂまで浸透した尿等が外部にしみ出るのを防止できる。
【００４４】
上記吸収性本体３は、トップシート９とバックシート１０との間に砂時計型の吸収性コア
１１を挟み込んで形成され、おむつ前後方向Ｘに延在されて、前端部３ａがパンツ型おむ
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つ１の幅方向Ｗの中央位置で、前側の外側シート４の内面にホットメルト接着剤等１７で
接着されるとともに、後端部３ｂがパンツ型おむつ１の幅方向Ｗの中央位置で後側の外側
シート４の内面にホットメルト接着剤等１７で接着されるようになる。
【００４５】
この吸収性本体３の前端部３ａと後端部３ｂは、帯部材２Ａ，２Ｂの横幅Ｗ１のほぼ２／
３程度の横幅Ｗ２の位置まで深く挟み込まれている。
【００４６】
このとき、図１（ｂ）に示したように、吸収性本体３の前後端部３ａ，３ｂの上面を帯部
材２Ａ，２Ｂの外装シート６の内面にホットメルト接着剤等２２で接着する。
【００４７】
上記吸収性本体３のバックシート１０の外面（下面）には、トップシート９とバックシー
ト１０に対して、前後方向Ｘの寸法はほぼ同じであるが、幅方向Ｗの寸法が広い不織布シ
ート１３がホットメルト接着剤等で接着されている。
【００４８】
この不織布シート１３によって手触り感が良好になる。なお、バックシート１０として、
不織布シートと通気性フィルムを接合一体化したクロスライクフィルムを用いれば製造工
程も簡略化できるので好ましい。
【００４９】
そして、この不織布シート１３の両側が上方に立ち上げられ、その上端が内向きに折り返
され、この折り返し内にフラップ用弾性部材１４が前後方向Ｘに伸張状態で添設されるこ
とにより、立ち上がりフラップ１５が形成されるようになる。
【００５０】
この立ち上がりフラップ１５により、尿等の横漏れを確実に防止でき、立ち上がりフラッ
プ１５の部分は、尿等のしみ出しを防止するために撥水性であるのが好ましい。
【００５１】
上記吸収性本体３の両側部には、脚回り用弾性部材１６が前後方向Ｘに伸張状態で添設さ
れている。
【００５２】
この脚回り用弾性部材１６の収縮力により、吸収性本体３の両側部が脚回りにフィットす
るようになる。
【００５３】
また、上記吸収性本体３の吸収性コア１１の下方位置に、前後方向Ｘに伸張状態で幅方向
に複数本の股間用弾性部材２３が添設されている。
【００５４】
この股間用弾性部材２３の収縮力により、吸収性コア１１が着用者の股間により密着する
ようになる。
【００５５】
上記股間用弾性部材２３は、図４（ａ）のように、吸収性コア１１とバックシート１０と
の間に添設することができる他、図４（ｂ）のように、バックシート１０と不織布シート
１３との間に添設しても良く、あるいは、図４（ｃ）のように、被覆シート２４と吸収性
コア１１との間に添設しても良い。
【００５６】
さらに、図４に示すように、吸収性本体３の前端部３ａと後端部３ｂに位置する立ち上が
りフラップ１５の外面と、帯部材２Ａ，２Ｂの外装シート６の内面とがホットメルト接着
剤等１８で接着されている。なお、立ち上がりフラップ１５の内面と吸収性本体３のトッ
プシート９とは、前後端のみ接着して倒伏状態とし、股部とポケット部１９とでは起立で
きるようにする。
【００５７】
これにより、立ち上がりフラップ１５が立ち上がると、吸収性本体３のトップシート９の
表面と、立ち上がりフラップ１５の内面と、帯部材２Ａ，２Ｂの外装シート６の内面とに
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よって、ポケット部１９が形成されるようになる。
【００５８】
図５に示すように、上記立ち上がりフラップ１５を外向きＶ字状に折って、その頂面１５
ａを帯部材２Ａ，２Ｂの外装シート６の内面にホットメルト接着剤等１８で接着するよう
にしても良い。
【００５９】
これにより、立ち上がりフラップ１５の頂面１５ａが持ち上げられて着用者の肌に面接触
するから、肌触りが良くなるとともに、接触面が広いから、尿等の横漏れ、腹漏れや背漏
れを確実に防止できる。
【００６０】
また、図６に示すように、上記ポケット部１９が位置する部分の前側の帯部材２Ａに、幅
方向Ｗに延在するスリット状開口２０を形成することができる。
【００６１】
このスリット状開口２０により、着用者が男性の場合は、ペニスを挿入して固定できるよ
うになる。
【００６２】
上記帯部材２Ａ，２Ｂのボディフィット用弾性部材８は、上記ポケット部１９に掛かる部
分が他の部分よりも伸縮力が小さく設定されている。
【００６３】
これにより、ボディフィット用弾性部材８の収縮力がポケット部１９に影響しにくくなる
から、ポケット部１９が収縮するのを防止できる。
【００６４】
この伸縮力を小さく設定する方法としては、内装シート５と外装シート６との間にボディ
フィット用弾性部材８を挟んだ状態で、ポケット部１９に相当する部分において内装シー
ト５と外装シート６とを接着しないようにして、内装シート５と外装シート６の外からボ
ディフィット用弾性部材８をカットすることによって、ポケット部１９にボディフィット
用弾性部材８が掛からないようになるので、伸縮力が小さくなる。その他、ポケット部１
９に掛かる部分だけボディフィット用弾性部材８の伸張倍率を小さくする方法も採用可能
である。
【００６５】
また、上記帯部材２Ａ，２Ｂのボディフィット用弾性部材８は、ウエスト用弾性部材７よ
りも伸縮力が小さく設定されている。
【００６６】
これにより、ボディフィット用弾性部材８による着用者の腹部の締め付けが緩くなるので
、着用感が快適になる。
【００６７】
この伸縮力を小さく設定する方法としては、ボディフィット用弾性部材８とウエスト用弾
性部材７の本数が同じである場合には、▲１▼ボディフィット用弾性部材８の繊度（デシ
テックス）をウエスト用弾性部材７よりも小さくする（好適には、ボディフィット用弾性
部材８は３００～７００デシテックス、ウエスト用弾性部材７は７００～２０００デシテ
ックス）。▲２▼ボディフィット用弾性部材８の伸張倍率をウエスト用弾性部材７よりも
小さくする（好適には、ボディフィット用弾性部材８は１．１～２．０倍、ウエスト用弾
性部材７は２．０～４．０倍）。▲３▼ボディフィット用弾性部材８の間隔をウエスト用
弾性部材７よりも大きくする（好適には、ボディフィット用弾性部材８は４．０～１０．
０ｍｍ、ウエスト用弾性部材７は１．５～４．０ｍｍ）。
【００６８】
また、ボディフィット用弾性部材８とウエスト用弾性部材７の本数については、単位横幅
当たりの本数をボディフィット用弾性部材８＜ウエスト用弾性部材７という関係にしても
良い。なお、本数にこだわり無く、上記条件を適宜に組み合わせても良い。
【００６９】
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さらに、上記帯部材２Ａ，２Ｂのウエスト用弾性部材７は、吸収性本体３の吸収性コア１
１の前後端部に掛からないように設定されている。
【００７０】
これにより、吸収性コア１１の剛性がウエスト用弾性部材７の収縮力に影響しないから、
パンツ型おむつ１のずり落ちを防止できる。
【００７１】
上記外側シート４は、撥水性不織布材料（スパンボンド不織布、メルトブロー不織布、Ｓ
ＭＳ不織布等）やプラスチックフィルム（通気性であっても非通気性であっても良いが、
より快適な態様としては通気性プラスチックフィルムが好ましい。）やその複合材料が用
いられる。最も好ましくは、目付１０～２５ｇ／ｍ２の撥水性の不織布材料が用いられる
。
【００７２】
上記内装シート５は、少なくとも内面が親水性の不織布材料が好適に使用できる。例えば
、透液性の不織布材料が好ましい。より好ましくは、親水性繊維（セルロース、レーヨン
、コットン等）を用いた不織布材料、あるいは、疎水性繊維（ポリプロピレン、ポリエチ
レン、ポルエステル、ポリアミド、ナイロン等）の表面を界面活性剤により処理し透液性
とした不織布材料が用いられる。また、上記に撥水性不織布材料と透液性の不織布材料と
を組み合わせても良いし、透液性の不織布材料の外面を撥水処理しても良いし、その逆で
撥水性不織布材料の内面を親水化処理しても良い。好ましくは、目付１０～２５ｇ／ｍ２
の透液性の不織布材料が用いられる。
【００７３】
上記外装シート６は、好ましくは、撥水性不織布材料（スパンボンド不織布、メルトブロ
ー不織布、ＳＭＳ不織布等）が用いられる。最も好ましくは、目付１０～２５ｇ／ｍ２の
撥水性の不織布材料が用いられる。
【００７４】
上記トップシート９は、透液性の不織布材料が好ましい。例えば、親水性繊維（セルロー
ス、レーヨン、コットン等）を用いた不織布材料、あるいは、疎水性繊維（ポリプロピレ
ン、ポリエチレン、ポルエステル、ポリアミド、ナイロン等）の表面を界面活性剤により
処理し透液性とした不織布材料が用いられる。好ましくは、目付１０～２５ｇ／ｍ２の疎
水性繊維の表面を界面活性剤により処理し透液性として透液性の不織布材料（ポイントボ
ンド不織布、エアースルー不織布等）が用いられる。
【００７５】
上記バックシート１０は、撥水性不織布材料（スパンボンド不織布、メルトブロー不織布
、ＳＭＳ不織布等）やプラスチックフィルム（通気性であっても非通気性であっても良い
が、より快適な態様としては通気性プラスチックフィルムが好ましい。）やその複合材料
が用いられる。より好ましくは、目付１５～４０ｇ／ｍ２の通気性のポリエチレンフィル
ムが用いられ、さらに別の態様として、目付１５～２５ｇ／ｍ２の通気性のポリエチレン
フィルムに目付１０～２０ｇ／ｍ２の撥水性材料をホットメルト接着剤等で貼り合わせた
、いわゆるクロスライクフィルムがその不織布材料側を裏面にして用いられる。
【００７６】
上記吸収性コア１１は、粉砕したパルプ繊維やセルロース繊維等の親水性繊維集合層に粒
状の高分子吸水体を混合した吸収コアをティッシュペーパー等の紙シートあるいは透液性
不織布シート等の被覆シート２４で包んで、所定の形状に成形した吸収体である。着用者
が歩いたり、寝返りを打ったりしても形状を保持できるように、親水性繊維集合層中やシ
ートに所定の形状保持手段（ホットメルト接着剤を塗布したり、合成繊維を混合したり）
を施しても構わない。また、上記繊維や高分子吸収体をシート状に成型したシート状吸収
体（例えばエアレイド吸収体）等を所定の形状（長方形、砂時計型等）に成形して用いて
も構わない。なお、被覆シート２４を図示しないものも被覆シート２４が存在するものと
理解されたい。
【００７７】
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上記不織布シート１３は、好ましくは撥水性不織布材料が用いられる。最も好ましくは、
目付１０～２０ｇ／ｍ２の撥水性不織布材料である。
【００７８】
上記各弾性部材７等は、ポリウレタン糸やポリウレタンフィルム、ＳＥＢＳ系フィルム、
天然ゴム等を適宜に用いることができる。
【００７９】
上記各材料の接合としては、ホットメルト接着剤による接着に限られずに、超音波接着や
熱接着等を適宜に用いることができる。ホットメルト接着剤については、ゴム系、ポリオ
レフィン系、酢酸ビニール系等のホットメルト接着剤から適切に選定され、直接的なコー
ター塗布、間接的なスパイラル塗布、メルトブロー（カーテンスプレー）塗布、ビード塗
布等の塗布方法がある。なお、上記サイド部１ａについては、熱接着が好ましい。
【００８０】
上記のようにパンツ型おむつ１を構成すれば、パンツ型おむつ１は、基本的には帯部材２
Ａ，２Ｂと吸収性本体３との組み合わせであるから、構造が簡単で製造も容易であるので
、安価になる。
【００８１】
また、帯部材２Ａ，２Ｂの外方に位置する外側シート４側の内面に吸収性本体３の前後端
部３ａ，３ｂを接着しているから、着用者の腹背回りのごわごわ感が少なくなって着用感
が快適になる。
【００８２】
さらに、帯部材２Ａ，２Ｂと外側シート４との間の挟み込み部１ｂに吸収性本体３の前後
端部３ａ，３ｂが挟み込まれるから、吸収性本体３の前後端部３ａ，３ｂが捲れ上がらな
くなって見映えが向上するとともに手触り感も良好になる。さらにまた、着用者の衣服に
吸収性本体３の前後端部３ａ，３ｂが引っ掛かって吸収性本体が外れるおそれもなくなる
。
【００８３】
また、立ち上がりフラップ１５が立ち上がると、吸収性本体３のトップシート９の表面と
、立ち上がりフラップ１５の内面と、外側シート４の内面とによって、ポケット部１９が
形成されるから、このポケット部１９によって尿等の腹漏れや背漏れを確実に防止できる
。さらに、吸収性本体３の前後端部３ａ，３ｂと立ち上がりフラップ１５との２重の接着
によって吸収性本体３が外れにくくなる。
【００８４】
さらに、収性本体３の前後端部３ａ，３ｂの上面を帯部材２Ａ，２Ｂの外装シート６の内
面にホットメルト接着剤等２２で接着すると、吸収性本体３の固定が強力になって、吸収
性本体３がより外れにくくなる。
【００８５】
つぎに、上記パンツ型おむつ１の製造方法を図７により説明する。
【００８６】
工程▲１▼で、前側の外側シート４と後側の外側シート４とを長さ方向Ｚに連続搬送する
とともに、工程▲２▼で、おむつ前後方向Ｘに延在させた吸収性本体３の前後端部３ａ，
３ｂを前側の外側シート４と後側の外側シート４の上面にそれぞれ接着した後に、工程▲
３▼で、この吸収性本体３の前後端部３ａ，３ｂの挟み込み部１ｂを除いた外側シート４
に上面に、おむつ幅方向Ｗに伸縮性を有する前側の帯部材２Ａと後側の帯部材２Ｂとをそ
れぞれ接着して、工程▲４▼で、この前側の帯部材２Ａと後側の帯部材２Ｂとを重ね合わ
させながら吸収性本体３を二つ折りし、工程▲５▼で、この吸収性本体３の両側に位置す
る前側の帯部材２Ａと後側の帯部材２Ｂとを接合してサイド部１ａを形成し、工程▲６▼
で、このサイド部１ａの中間部を切断して、単体のパンツ型おむつ１を製造するができる
。
【００８７】
この製造方法によれば、外側シート４と帯部材２Ａ，２Ｂとの間に吸収性本体３の前後端
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て、吸収性本体３の前後端部３ａ，３ｂがコンベア等に引っ掛かかって捲れ上がったり、
外れるおそれがなくなる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　パンツ型おむつであり、（ａ）は斜視図、（ｂ）は（ａ）のＡ－Ａ線拡大断面
図である。
【図２】　パンツ型おむつであり、（ａ）は内面側の要部斜視図、（ｂ）は（ａ）の平面
図である。
【図３】　パンツ型おむつの展開状態の平面図である。
【図４】　（ａ）は図３のＢ－Ｂ線拡大断面図、（ｂ）は第１変形例の吸収性本体の図３
のＢ－Ｂ線拡大断面図、（ｃ）は第２変形例の吸収性本体の図３のＢ－Ｂ線拡大断面図で
ある。
【図５】　立ち上がりフラップの変形例であり、（ａ）は図３のＢ－Ｂ線に相当する拡大
断面図、（ｂ）は吸収性本体の図３のＢ－Ｂ線に相当する拡大断面図である。
【図６】　スリット状開口を形成したパンツ型おむつの要部斜視図である。
【図７】　パンツ型おむつの製造工程図である。
【符号の説明】
１　　　パンツ型おむつ
１ａ　　サイド部
１ｂ　　挟み込み部
２Ａ　　前側の帯部材
２Ｂ　　後側の帯部材
３　　　吸収性本体
３ａ，３ｂ　前後端部
４　　　外側シート
５　　　内装シート
６　　　外装シート
７　　　ウエスト用弾性部材
８　　　ボディフィット用弾性部材
９　　　トップシート
１０　　バックシート
１１　　吸収性コア
１３　　不織布シート
１５　　立ち上がりフラップ
１６　　脚回り用弾性部材
１９　　ポケット部
２０　　スリット状開口
Ｗ　　　幅方向
Ｘ　　　前後方向
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